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 CPU内臓 RAM上のシンボル
SW_D .EQU H'FFEF10 ; SW1～SW4の状態を入れる場所
SW_D5 .EQU H'FFEF11 ; SW5の状態を入れる場所
LCD_D .EQU H'FFEF12 ; LCDへのデータを入れる場所(1byte分)
LCD_162 .EQU H'FFEF13 ; 16桁２行分をいれる場所

 I/Oポート
P2DR .EQU H'FFFFC3 ; ポート２データレジスタ

;  8P-DIP ( SW5 ）
P3_D .EQU H'FFFFC6 ; ポート３データレジスタ

; LCDのデータ線
E_SIG .BEQU 5, P3_D ; LCDの イネーブル信号
RS .BEQU 4, P3_D ; LCDの ＲＳ信号

P4_DR .EQU H'FFFFC7 ; ポート４データレジスタ

P5_DR .EQU H'FFFFCA ; ポート５データレジスタ

LED1 .BEQU 0,P5DR ; LED1
LED2 .BEQU 1,P5DR ; LED2

INIT

#H'FFF10 -> ER7

#H'00 -> @H'FFFFC1

#H'FF -> @HFFFFD8

#H'FF -> @H'FFFFC4

#'00 -> @H'FFFFC5

#H'FF -> @H'FFFFDA

#H'FF -> @H'FFFFC8

スタックポインタ設定

ポート2(SW5)を 入力に設定

ポート2を プルアップに設定

ポート3を 出力に設定

ポート4を 入力に設定

ポート5を 出力に設定

@TIME00

@TIME00

@TIME00

@TIME00

P1

15[ms]の WAIT ( 4[ms] × 4 )
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P1

#H'23 -> @LCD_D 00100011を LCD_Dに格納（ LCDファンクションセット1 ）

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

LCD_OUT8

TIME00

#H'23 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00100011を LCD_Dに格納（ LCDファンクションセット2 ）

4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力

LCD_OUT8

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力

#H'23 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00100011を LCD_Dに格納（ LCDファンクションセット3 ）

LCD_OUT8

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力

#H'22 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00100010を LCD_Dに格納（ LCDファンクションセット ）

LCD_OUT8

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力

#H'28 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00101000を LCD_Dに格納（ LCDファンクションセット ）

LCD_OUT4

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力( 4bit )

P2

初期設定 ---------- ------------
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P2

#H'0E -> @LCD_D 00001110を LCD_Dに格納（ 表示 ON ）

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

LCD_OUT4

TIME00

#H'06 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00000110を LCD_Dに格納（ エントリーモード ）

4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力( 4bit )

LCD_OUT4

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力( 4bit )

初期設定終了------- ------------

#H'01 -> @LCD_D

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

00000001を LCD_Dに格納（ 表示クリア ）

LCD_OUT4

TIME00 4[ms]の Wait

LCDへのデータ、コマンド出力( 4bit )

32 -> R0L

#LCD162 -> ER1

#MOJI -> ER2

R0H -> @ER1

@ER2+ -> R0H

R0L--

ER1++

R0L≠0

P3

Yes

ループ回数 32を R0Lに設定

送り先アドレス設定 ER1に設定

送り元アドレス設定 ER2に設定

送り元から 1byte取り出し（ポインタインクリメント）

送り先へ 1byte格納

送り先インクリメント

ループ回数デクリメント

ループ回数残りが、0 で無ければループを継続

 No



変数 SW_Dの内容を R0Hへ格納
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P3

P4DR -> R0L

LCDへ 文字列データ格納

0 -> SW_D 変数のクリア

LCDDSP

0 -> SW_D5 変数のクリア

SW_D -> R0H

R0L = R0H

S1_4

P2DR -> R0L

SW_D5 -> R0H

R0L = R0H

S5

ポート４データレジスタの内容を R0Lへ格納

R0Lと R0Hの内容が同じなら SSSS1_4は呼び出さない

処理ルーチン（ 液晶表示 & LED ）

Yes

 No

ポート４データレジスタの内容を R0Lへ格納

ポート４データレジスタの内容を R0Lへ格納

処理ルーチン（ 液晶表示 ）

Yes

 No
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LCDへ 4bit出力

PUSH.L  ER0 ER0 の 保存

LCD_OUT4

R0L ≠ 0
Yes

 No

LCDDSP

PUSH.L  ER1 ER1 の 保存

#H'02 -> @LCD_D 2を 変数 @LCD_Dに保存

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

TIME00 4[ms]の Wait

16 -> R0L 文字数のセット

#LCD162 -> ER1 送り元バッファアドレスセット

@ER1+ -> R0H 送り元バッファから1文字取り出し

R0H -> @LCD_D 変数 LCD_Dに格納

1 -> RS LCDの RS信号を 1にセット（ LCDのデータモード選択 ）

LCDへ 4bit出力LCD_OUT4

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

DEC  R0L 文字数デクリメント

残り文字数は 0でないならループ

#H'C0 -> @LCD_D カーソルを２行目にセット

16 -> R0L 文字数のセット

#LCD162 + 16 -> ER1 ２行目 送り元バッファアドレスセット

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

LCDへ 4bit出力LCD_OUT4

P4
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R0L ≠ 0
Yes

 No

@ER1+ -> R0H 送り元バッファから1文字取り出し

R0H -> @LCD_D 変数 LCD_Dに格納

1 -> RS LCDの RS信号を 1にセット（ LCDのデータモード選択 ）

LCDへ 4bit出力LCD_OUT4

0 -> RS LCDの RS信号に 0をセット（ LCD のコマンドモード選択 ）

DEC  R0L 文字数デクリメント

残り文字数は 0でないならループ

P4

POP.L  ER1

POP.L  ER0

RTS

ER1 の復帰

ER0 の復帰

LCD_OUT8

PUSH.L  ER0

1 -> E_SIG

@LCD_D -> @P3_D

@TIME10

0 -> E_SIG

`TIME10

POP.L  ER0

LCD_OUT8

ER0 の退避

ER0 の復帰

LCDイネーブル信号 ON

LCDイネーブル信号 OFF

LCDへ文字データ出力

4[ms] Wait

4[ms] Wait



－ 7 －

2002年12月1日

サンプルプログラム
MBTestフロー( 7/10 )

LCD_OUT4

PUSH.L  ER0

1 -> E_SIG

@LCD_D -> R0L

@TIME10

0 -> E_SIG

@TIME10

POP.L  ER0

LCD_OUT8

ER0 の退避

ER0 の復帰

LCDイネーブル信号 ON

LCDイネーブル信号 OFF

データ（コマンド）をレジスタに入れる

4[ms] Wait

4[ms] Wait

SHLR.B  ROL

SHLR.B  ROL

SHLR.B  ROL

SHLR.B  ROL

4bit右にシフト

#H'0F & R0L = R0L

@P3_D -> R0H

R0H | R0L = R0L

#H'F0 & R0H = R0H

R0L -> @P3_D

下4bitのみ残す

現在の LCDポートの内容取り出し

上位4bitのみ残す

上位4bitと 下位4bitを 合成する。

合成結果を LCDポートに出力

1 -> E_SIG

@LCD_D -> R0L

@TIME10

0 -> E_SIG

@TIME10

LCDイネーブル信号 ON

LCDイネーブル信号 OFF

データ（コマンド）をレジスタに入れる

4[ms] Wait

4[ms] Wait

#H'0F & R0L = R0L 下位 4bitのみ残す

@P3_D -> R0H

R0H | R0L = R0L

#H'F0 & R0H = R0H

R0L -> @P3_D

現在の LCDポートの内容取り出し

上位4bitのみ残す

上位4bitと 下位4bitを 合成する。

合成結果を LCDポートに出力

下位 4bit出力

上位 4bit出力
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S1_4

R0L -> @SW_D R0Lの内容を 変数 SW_Dに格納

液晶表示アドレスセット

変数 SW_Dの内容を R0Lに読み込む

4 -> R1L

#LCD162 + 20 -> ER2

@SW_D -> R0L

文字数 4 を レジスタ R1Lにセット

ROTL.B  R0L

#H'30 | R0H = R0H

1 & R0H = R0H

R0L -> R0H

R0H -> @-ER2 ER2--してから ER2の指すアドレスへ R0Hの内容を格納する

DEC.B  R1L

R1L ≠ 0

R0L を 左ローテート

R0L を R0Hにコピー

R0H の 最下位bitのみ残す

"0" or "1" を 表す ASCIIコード生成

ループカウンタ減算

Yes

 No

LCDDSP

@SW_D -> R0L

BTST  6, R0L

R0L.6 = 0

BSET  LED1

BCLR  LED1

BTST  7, R0L

R0L.6 = 0

BSET  LED2

BSET  LED2

RTS

Yes

Yes

 No

 No

16桁 2行 液晶表示 更新

変数 SW_Dの内容を R0Lへ

R0Lの bit6 をチェック

LED1 点灯

LED2 点灯

LED1 消灯

LED2 消灯

ROL の bit7 をチェック
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S5

R0L -> @SW_D5 R0Lの内容を 変数 SW_Dに格納

液晶表示アドレスセット

変数 SW_Dの内容を R0Lに読み込む

8 -> R1L

#LCD162 + 29 -> ER2

@SW_D5 -> R0L

文字数 4 を レジスタ R1Lにセット

ROTL.B  R0L

#H'30 | R0H = R0H

1 & R0H = R0H

R0L -> R0H

R0H -> @-ER2 ER2--してから ER2の指すアドレスへ R0Hの内容を格納する

DEC.B  R1L

R1L ≠ 0

R0L を 左ローテート

R0L を R0Hにコピー

R0H の 最下位bitのみ残す

"0" or "1" を 表す ASCIIコード生成

ループカウンタ減算

Yes

 No

LCDDSP

RTS

16桁 2行 液晶表示 更新

TIME00

PUSH.L  ER0

#H'2000 -> ER0

ER0 - 1 = ER0

ER0 ≠ 0

POP.L  ER0

RTS

ER0 を退避

ER0 を復帰

ループ回数の設定

ループカウンタ減算

ループカウンタが 0 か確認、0 でなければループ
Yes

 No

8P DIP-SWの LCD表示

4[ms] 時間待ち
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TIME10

PUSH.L  ER0

#H'AA -> ER0

ER0 - 1 = ER0

ER0 ≠ 0

POP.L  ER0

RTS

ER0 を退避

ER0 を復帰

ループ回数の設定

ループカウンタ減算

ループカウンタが 0 か確認、0 でなければループYes

 No

450[μs] 時間待ち

固定データ

 MOJI .SDATA "AKI-H8 "
.DATA.B H'0CF, H'0BB, H'0DE, H'0B0, H'0CE
.DATA.B H'0DE, H'0b0, H'0C4, H'0DE
.SDATA "1111 11111111    "


